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雄大な景色、穏やかな曇り空。 

雨続きの梅雨時に見せた、霧

ヶ峰高原・一瞬の輝き。 

 
2014 年 7 月 6 日（日） 長野県諏訪市 

霧ヶ峰ロゲイニング 2014 

 
今年は晴れ間を見せてくれた 

霧ヶ峰の大草原 

 
結果 

5 時間家族 

1 親子亀 2 1710 点 

2 カルオリ 1523 点 

3 ハムちゃん 1454 点 

5 時間混合 

1 チーム大福 2364 点 

2 チーム遠足 1974 点 

3 おひとりさま会 1800 点 

5 時間混合シニア 

1 ゆきづまったり、くまったり 1628 点 

2 Milestones 1578 点 

3 チーム kryptonite 1532 点 

5 時間女子 

1 TEAM＆Club 阿闍梨 W 1600 点 

2 ひょうたん 1384 点 

3 ジャスミンとローラ 1067 点 

5 時間男子 

1 君と僕 2419 点 

2 シャキ OLK 1952 点 

3 Team SHARP 1939 点 

5 時間男子シニア 

1  ES 関東 C ロゲイン部シニア 2033 点 

 
3 時間家族 

1 おさんぽファミリー 943 点 

2 ネプチューン 781 点 

3 Team Kazu 522 点 

3 時間混合 

1 がんばれスコット 1115 点 

2 ぱっく＆くまごろう 943 点 

3 みちくさ会 913 点 

3 時間混合シニア 

1 バナナクラブ 506 点 

3 時間女子 

1 チーム一重 951 点 

2 ジャスミンティ 856 点 

3 TAKAMIN 798 点 

3 時間男子 

1 アイス食べたい 1404 点 

2 ピーチブ 1290 点 

3 祐貴とゆかいな祐貴たち 1260 点 

 

3 時間ソロ女子 

1 藤 未加子 868 点 

2 西尾 優子 833 点 

3 三橋 寛子 566 点 

3 時間ソロ女子シニア 

1 近藤 香織 899 点 

2 服部 早苗 863 点 

3 森下 久美子 628 点 

3 時間ソロ男子 

1 小泉 成行 1728 点 

2 穂崎 康良 1500 点 

3 高野兼也 1440 点 

3 時間ソロ男子シニア 

1 村越 真 1395 点 

2 大橋 晴彦 1365 点 

3 福田 雅秀 1295 点 

 
5時間混合で優勝したチーム大福 

「帝王・柳下」が初めて混合で出場。 

全体でも2番目の点数を叩き出した。 

 

 

快適な高原 
霧に包まれていた霧ヶ峰高原も競技

中には青空も見えてきた。高曇の空か

ら注ぐ柔らかな光が草原の緑をいっそ

う引き立たせる。標高 1800m の台上に

上がると、急に音が消える。見えるも

のは雲と草原だけ。ここは別世界だ。 

ここ 3 日間降り続いた雨が途切れた

その一瞬に霧ヶ峰ロゲイニング2014は

行われた。厳しい日差しも、風も、雨

もない最高のコンディションだった。 

 
5 時間女子で優勝した 

TEAM＆Club 阿闍梨W 

 

 

ディズニーランド戦略 
今回も霧ヶ峰ロゲイニングは地図の

拡張を行ない、新規拡張部分に高めに

配点した。こうした工夫が毎年参加し

てくれる人たちにも、新しい体験を提

供している。これを私は「ディズニー

ランド戦略」と呼んでいる。毎年来場

する人に新しいアトラクションを提供

する東京ディズニーリゾートの方式に

ちなんでいる。 

 
コース内最高標高は日本百名山・車山（標

高1925m）。なだからな山頂で一休みして

補給する参加者。 

「徒歩とカヤックで日本百名山ひと筆書

き」を実行している田中陽希がここに到着

したのは大会の翌日。これを記念して、大

会では車山山頂にコントロールを設置し、

得点を100点とした。 

田中陽希はスキーオリエンテーリング元日

本代表で2009年世界選手権（北海道）に

選手として出場している。 

梅雨の間隙・一瞬の輝き 
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笑うしかない急斜面 
霧ヶ峰の代表的風景は、なだらかな

台上に広がる大草原。今年拡張された

のはその草原の周辺にある森林地帯だ。

平らな部分から一気に落ち込む急斜面

の途中にも容赦なくコントロール 151

番を設置した。この急斜面は参加者の

脳裏に強烈に焼付いたらしい。終わっ

たあとのコメントでは「魔の 151 番」

とか、「笑うしかない 151番」と呼ばれ

ている。基本的には道しか通ってはい

けない霧ヶ峰において、通行可能の防

火帯にあった急斜面は、コースの中の

スパイスとなった。 

 

 
急斜面の防火帯を下る。スキー場の上級者

コースのような急斜面にひるみそうになる。

写真ではあの傾斜が伝わらない。 

 
「笑うしかない151番」と語られた急斜面

のコントロール。道だけを通るルールの霧

ヶ峰ロゲイニングにあって、オリエンテー

リングしている気分になる。 

 

 

安曇野のリベンジ 
1 ヶ月前に開催された安曇野ロゲイ

ニングに参加した地元高校のチーム。

ロゲイニングの面白さを知り、この霧

ヶ峰に挑戦してくれた。かなりがんば

って走り、歩いたようだが霧ヶ峰参加

者のレベルは高かったようだ。 

また安曇野ロゲイニングのTV取材を

した NHK 長野のキャスターも、今度は

いち参加者として霧ヶ峰に来てくれた。

安曇野では参加者のスタートダッシュ

にぶっちぎられたリベンジを果たすこ

とができただろうか。 

 

広がる運営の輪 
今回は当日の競技・運営はスムーズ。

競技終了 10分後には表彰式を行い、結

果がネット掲載されたのは競技終了 40

分後だった。会場横の温泉で競技の汗

を落とした頃にはもう各チームの戦略

分析や、ラップ比較ができた。参加者

から見れば実にスムーズな運営に見え

たことだろう。 

しかし、当日を迎えるまでこのよう

なスムーズに運営できる自信は無かっ

た。霧ヶ峰ロゲイニング直前まで連日

の雨続きで、事前の山作業がはかどっ

ていなかった。それでも何とか万全の

状態まで持ってくることができたのは、

霧ヶ峰ロゲイニングに関わってくれた

運営ボランティアのおかげである。長

野県オリエンテーリング協会をはじめ

とした、フィールド作業の面々。茅野

市方面の設置・撤収を行ってくれた茅

野市オリエンテーリング協会、地元渉

外活動を一手に行ない、おもてなしを

行ってくれた諏訪市オリエンテーリン

グ協会。徐々にではあるが運営の輪も

広がっている。過去 6 年にわたる定期

開催により、地元の理解も進んできた

ことも大きな財産となっている。 

 

 
5時間ファミリーの部表彰 

 

適正規模の人数 
今回の霧ヶ峰ロゲイニングの参加人

数は 344 名。この規模がこのフィール

ドの適正人数だろう。霧ヶ峰ロゲイニ

ングは継続することを第一に考え、こ

れ以上規模を大きくするつもりはない。 

来年は地元受け入れ態勢が不明で、

何も決定していないが、諏訪市メンバ

ーの開催士気は高い。来年も霧ヶ峰で

何らかのイベントが行われることにな

るだろう。 

（木村佳司） 

 

 
5時間男子の部で優勝した「君と僕」 

草原の丘に延びるトレイルを登ってゆく。 

 

 
5 時間男子と5時間男子シニアの上位チームたち 


